
フェアトレードの実践で
誰もが幸せに暮らせる世界の実現を目指す
フェアトレードカンパニー株式会社は、ロンドンおよび東京の

金融機関勤務だったジェームズ・ミニーさん（現・代表取締

役）とともに、来日したパートナーのサフィア・ミニーさんが日

本で立ち上げた環境・国際協力NGO「グローバル・ヴィレッ

ジ」のフェアトレード事業部門として生まれ、1995年に法人

化された企業で、「ピープルツリー」は同社のブランド名です。

「環境と貧困問題についての啓発」を目的にしているグロー

バル・ヴィレッジが母体のため、単に物を売るだけではなく、

「どこで誰がどんなふうに作ったのか」や「地球を大切に」と

いった情報もともに発信しています。企画・販売する商品は

すべてフェアトレードの指針に基づき作られています。

フェアトレードとは、開発途上国の原料や製品を公正な価格

で継続的に取引する「貿易の仕組み」で、その目的には「途

上国の生産者・労働者の自立支援」が含まれています。同社

は、ＷＦＴＯ(世界フェアトレード連盟)に認証されている多くの

団体とパートナーシップを結び、途上国生産者の労働環境

改善に加えて「人としての尊厳」を感じられる取組みや情報

発信も実施。直接の関係者だけではなく、地域コミュニティ

の生活水準が向上するようなサポートを心がけているといい

ます。「世界中の人が幸せに暮らせる社会」を目指し、「フェ

アトレード」の考え方を実践する事業展開を続けています。

ピープルツリー（フェアトレードカンパニー株式会社）
奥沢5-1-16 -3階　Tel：03-5731-6671
https://www.peopletree.co.jp
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日々の買い物を「エシカル消費」にチェンジ

ピープルツリー（フェアトレードカンパニー株式会社）

ピープルツリー自由が丘店　目黒区自由が丘3-7-2　Tel:03-5701-3361
※最新情報はtwitterにてご確認ください

広報・啓発担当　鈴木 啓美さん

商品タグには素材だけではなく生産者情報も記載

25年以上のロングセラーアイテム「フェアトレードチョコレート」（秋冬限定販売）

「エシカル消費」でつながる
生産者と消費者
フェアトレード専門ブランド「ピープルツリー」の商品は、衣料

品・雑貨・食品など幅広いラインナップですが、特にファッ

ションに力を入れています。衣料品製造の場合、綿花栽培・

製糸・縫製・染色など多くの工程があるため、様々な人に就

業機会を提供できるだけではなく、デザインなどで付加価値

を生みやすいメリットがあります。

文化や価値観が違う日本の市場で売れる商品を作るため

に、商品企画は日本で行っています。フェアトレードを知らな

くても「素敵だから」と手に取ってもらえるよう、デザインに特

にこだわっています。

（コロナ以前は）実際に現地に赴き、丁寧なフィードバックや

技術サポートをするなど、生産者との対等なコミュニケーショ

ンを大切に、ものづくりをしています。

このように、生産背景の透明性を大事にする企業と、価格

以外の価値観に関心を持つ消費者が増えれば、日々の買

い物が人・社会・地域・環境に配慮した「エシカル消費」に

なります。そのため、同社では学校関係者からの講師依頼に

も積極的に対応しているほか、自由が丘店やオンラインで

「フェアトレードの学校」を開催するなど、消費者にもメッセー

ジを伝え続けています。また、「フェアトレードタウン世田谷推

進委員会」にも加盟し、世田谷区がフェアトレードタウンとし

て認定されることを目指した地域活動にも参加しています。

また、「フェアトレードタウン世田谷推進委員会」にも加盟し、

世田谷区がフェアトレードタウンとして認定されることを目指

した地域活動にも参加しています。

社会貢献と聞くとハードルが高いと感じてしまう人も多いで

すが、「買い物を楽しむ」ことなら気軽に継続できるのではな

いでしょうか。同社の取組みは、生産者と消費者を「エシカル

消費」でつなげるモデルケースのひとつといえそうです。
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メイド・イン・アース（株式会社チーム・オースリー）
奥沢7-3-10 T-STYLE自由が丘 1階　Tel：050 -5357-9015
https://www.made-in-earth.co.jp

自由が丘にある直営ショップ本店では、メイド・イン・アース全アイテムの体感が可能

純オーガニックコットンブランドならではの環境配慮と社会貢献活動

メイド・イン・アース（株式会社チーム・オースリー）

事業イメージと連動した
社会貢献活動を継続
純オーガニックコットン製品を作り続ける中で、必然的に環

境や再生可能エネルギーへの意識が高まったというメイド・

イン・アースは、CSR（企業の社会的責任）活動も積極的に

展開しています。

2009年には、カンボジアの地雷原から地雷を除去してオー

ガニックコットンの畑にするプロジェクト「WITH PEACE」を

NPO法人と協力して立ち上げ、綿花栽培や染色・織りのア

ドバイスのため、毎年のように現地を訪問。新型コロナウイ

ルス感染症の影響で一時休止となっていますが、すでに現

地の人たちが自主的に活動できるまでの成果がでているそ

うです。

また、国産の綿の自給率が0％ということに危機感を覚えて

2000年から続けてきた「和綿プロジェクト」は、昨年から「和

綿の種 ひろがるプロジェクト」へと進化。それまでは、お客様

や関係者に和綿の種を配布して栽培を楽しんでもらうという

活動でしたが、そこに「栽培された綿を集めてTシャツを作成

する」という新たな目的が追加され、「育て、学び、ものづくり

をする企画」にバージョンアップされました。無農薬での和綿

の育成という具体的なアクションを通じて、エシカル消費や

サステナブルな社会について学べることもあり、全国の教育

機関などを中心に2,200人以上が参加するプロジェクトへ

発展しています。

将来的には、消費者が栽培した国産綿を用いての製品化も

視野に入れているそうです。社会貢献活動を事業とつなげ

ることで、継続的な取り組みとして成立させています。

素材はもちろん工程にもこだわった
「純オーガニックコットン製品」を提供
「子供の笑顔に関わりたい」という言葉をきっかけに、当時の

広告業を通じて出会った「オーガニックコットン」に感銘を受

けたという前田さんが、オーガニックコットンの素晴らしさを

もっと多くの人に知ってもらいたいという強い思いから企画

したプロジェクトを通じて生まれたブランドが「メイド・イン・

アース」です。

アパレルブランドの設立・運営という異業種への挑戦だった

ため、1995年の立ち上げから3年ほどは広告業も継続して

いたそうですが、徐々に活動を一本化。通信販売を中心に

多くのお客様から支持を集め、2007年から自由が丘に直

営店も構えています。

「100%地球製」というブランドコンセプトの通り、メイド・イ

ン・アースの製品は天然素材のみで作られています。一般的

なオーガニックコットン製品は、材料となるコットンが認証さ

れ、それを使用しているだけで、加工の段階までこだわってい

るところは多くありません。しかし、同ブランドでは化学的な加

工処理を排除することで、ユーザーが安心して使える心地良

さを追及しています。また、ショップや製造工場で使われるエ

ネルギーも再生可能エネルギー100％にするなど、素材だけ

ではなく製造工程に至るまで「オーガニック」が徹底されてい

ます。そうして作られたアイテムは、製造者にも消費者にも安

全で、やさしく・やわらかく・あたたかいオーガニックコットンの

特性がそのまま生きています。

タグや縫い糸にまでオーガニックコットンを使用代表取締役　前田 剛さん

和綿の種を取りだす様子。SDGsについて
の出張講座や体験型ワークショップの講師
としても活動

「和綿の種 ひろがるプロジェクト」 2022
シーズンの参加者受付中。詳細は同社ホ
ームページからご確認ください

※1～3ページの取材記事では、撮影時のみマスクを外しています


